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キリてんぐ巣病媒介昆虫の探索（その3） 
－カメムシからファイトプラズマの検出された時期－ 
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連絡先 

028-3623   岩手県紫波郡矢巾町大字煙山第３地割560番地11                  ＴＥＬ  019-697-1536 
岩手県林業技術センター                 ＦＡＸ 019-697-1410 
ホームページアドレス http://www.pref.iwate.jp/~hp1017/ 

 

１ 研究の背景 
研究成果速報149号で、カメムシ科の5種のカ
メムシからファイトプラズマ遺伝子が検出され

たことを報告した。これらのカメムシが媒介昆

虫であることを証明するには、媒介昆虫である

ための4原則のうち、第4の原則（接種検定注１を
行い、病害が生じること）を満たしているか確

認する必要がある。接種検定を効率的に実施す

るにはファイトプラズマを保持しているカメム

シを供試する必要があり、そのためにはカメム

シが、いつファイトプラズマを保持しているか

を明らかにする必要がある。 
２ 研究方法と結果 
研究成果速報 148 号で報告した、2001、02
年に罹病キリ樹上で捕獲され、虫体からファイ

トプラズマ遺伝子の検出されたカメムシの種

別・時期別のファイトプラズマの検出率を求め

た。 
クサギカメムシ 3齢幼虫からは 8月に、4齢
幼虫からは 7、8月に、5齢幼虫からは 8、9月

に、成虫からは 8、9 月にファイトプラズマが
検出された。エゾアオカメムシからは 8月に、
チャバネアオカメムシからは 9月に、スコット
カメムシからは 8、9 月に、ツノアオカメムシ
からは 8月にファイトプラズマが検出された。 
キリの葉は 5 月下旬から 11 月に着生してお
り、その大部分の期間中何らかのカメムシがみ

られるが、ファイトプラズマは 7月から 9月ま
でに捕獲されたカメムシのみから検出された。

特に、8月の検出率は 7、9月の検出率に比べて
高い傾向を示した。 
３ 今後の方針 
接種実験に用いるカメムシは7～9月、特に8月
に捕獲されたカメムシを用いると良いと考えら

れたので、その時期に捕獲されたカメムシを用

いて接種検定を実施する。 
 
注１「接種検定」：野外で捕獲したカメムシなどを、外界と隔離した

ファイトプラズマに感染していないキリ苗などに寄生させ、そのキリ

苗が発病するか調査すること。 
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図 それぞれのカメムシの時期別のファイトプラズマの検出数（グラフ縦軸単位：頭） 


